
日常の使い方

停止方法と時間について

一時停止は 子機の設定で
2分・5分・10分から停止時間を変更できます。
※設定時間を経過すると再びONに戻ります。

入室したらセンサーを停止してから介助

※職員様の動きなどで再度の通知をしないように停止します。
停止をかけたら通話を切る・復旧ボタンで通知を切る してOK

短時間停止→子機の一時停止ボタンを長押し
長時間停止→分岐BOXのスイッチをOFF

ナースコールボード・PHS が 鳴ります

PHSの場合「通話状態」にして、鳴った部屋へ駆けつけます。
PHSがない場合はそのままお部屋へ向かいます。

センサー が 反応
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長時間OFFの場合は 分岐BOXのスイッチをOFFしてください。
※使用再開は必ず手動でONに戻してください

介助後、退室前にセンサーをONに戻してください。操作は③と同様。

介助が終了したら再びセンサーをON

付属のマイナスドライバーで変更

子機 分岐BOX(例)

※ｱｲﾎﾝ・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ用の分岐BOXにはON・OFFｽｲｯﾁがありません
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